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令 和 ４ 年 ９ 月 ２ 日 

陸 上 幕 僚 監 部 

 

 

  令和４年度国内における米海兵隊との実動訓練（レゾリュート・ドラゴン２２）の 

  概要について 

 

 

 陸上自衛隊は、日米同盟の抑止力・対処力を一層強化すべく、以下のとおり令和４年度

国内における米海兵隊との実動訓練（レゾリュート・ドラゴン２２）を実施しますので、

お知らせいたします。 

 

１ 目 的 

  陸上自衛隊及び米海兵隊の部隊が、それぞれの指揮系統に従い、共同して作戦を実施

する際の相互連携要領を実行動により訓練し、日米の連携強化及び共同対処能力の向上

を図る。 

 

２ 時 期 

令和４年１０月１日（土）～１０月１４日（金） 

 

３ 場 所 

(1) 演習場等 

   上富良野演習場、然別演習場、矢臼別演習場、静内対空射撃場（静内駐屯地を含 

む。）及び航空自衛隊計根別場外離着陸場 

(2) 航空基盤 

    札幌飛行場（丘珠駐屯地を含む。）及び十勝飛行場（帯広駐屯地を含む。） 

 

４ 担任官 

 (1) 陸上自衛隊 

北部方面総監  陸将 沖邑
おきむら

 佳彦
よしひこ

 

 (2) 米海兵隊 
   第３海兵師団長 少将 ジェイ Ｍ バージェロン （Jay M. Bargeron） 

 

 

 

 

 

 

陸上自衛隊 ニュースリリース 
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５ 訓練実施部隊 

 (1) 陸上自衛隊 

   第２師団司令部、第３即応機動連隊、第１特科団、第１電子隊、第３施設団、北部 

方面航空隊、第２後方支援連隊等 

(2) 米 軍 

第１２海兵連隊、第３／３海兵大隊、第３６海兵航空群、第３海兵後方支援群の 

他、米海軍、米空軍（調整中）※の一部等 

※ 米空軍のＣＶ－２２（横田飛行場所属）の参加については調整中（未定） 

 

６ 特 色 

(1) 島嶼作戦における陸自の領域横断作戦（ＣＤＯ）と米海兵隊の機動展開前進基地作戦 

（ＥＡＢＯ）を踏まえた連携要領の具体化を図るため実施する国内における米海兵隊との

最大規模の実動訓練 

(2) 平成２８年９月の日米合同委員会合意に基づく、ＭＶ－２２オスプレイの訓練移転を組

み込んだ事業 

 

７ 新型コロナウイルス感染症対策 

(1)  防衛省・自衛隊が定める方針に基づき必要な感染症対策を十分に講じて参加 

(2) 訓練参加者は、先天性免疫不全等の特別な理由によりワクチン接種ができない隊員

等を除き、新型コロナウイルスワクチンを３回接種するとともに、訓練参加７２時間

前を基準にＰＣＲ検査等を受検し、陰性が確認された隊員のみ訓練に参加 

(3) 新型コロナウイルス感染症の感染が疑われる隊員が発生した場合は、事前に準備

した施設に隔離してＰＣＲ検査等を受検させるとともに、濃厚接触者と疑われる者

を速やかに特定・隔離して感染拡大を防止 

(4) 陽性者が発生した場合は、所在地域の保健所の指導等に基づき継続して隔離する

とともに、重症化した場合は、速やかに近傍の救急対応病院等に搬送 

(5) 米軍関係者は、在日米軍、在日米海兵隊等の定める基準等に基づき、必要な感染症

対策を徹底 

 

 

 


